
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎｏ．８５ 

発行 １７．３．１５ 
     ＪＲ東労組  業務部 

 17 春闘では、申 14 号交渉においてベースアップは「一律定額とする」との確認を受けて、ベ
アと手当を分けて、ベア 6,000 円満額獲得に向け、すべての職場からたたかいを創りあげてきま
した。連日の本部交渉団に対する激励は 641 機関にのぼりました。その激励を背景に、一歩も引
くことなく交渉を重ねた結果、一律 1,000 円のベースアップ実施の結果を、回答指定日に引き出
すことが出来ました。  

会社は回答で、管理手当等について「技術継承」「人材育成」を「職責の重さ」としています。
これは、私たちが訴えてきた、管理手当新設の趣旨や、業務の重要性、責任・特殊性、日々の作
業実態という主張の裏返しともいえます。引き続き、ベースアップと手当それぞれの原則を踏ま
えて交渉していきます。さらに、グリーンスタッフの正社員制度化、65 歳定年制の実現、エルダ
ー組合員の本体雇用枠拡大など、山積する課題の解決向けて、精力的に議論していきます。 

ベースアップを獲得した団結力で、私たちの要求を実現させよう！ 
職場を基礎に、17 春闘勝利のために奮闘したすべての皆さんに感謝します！ 


